
藤枝市の防災体制について

藤枝市危機管理センター



災害

その他

地震

土砂災害

洪水

2

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



①大雨などの避難行動

②地震から命を守るために

③災害時の医療体制

本日の流れ
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大雨などの避難行動
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ハザードマップで確認

災害を知る
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防災アプリ「藤枝市防災」
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同報無線の放送内容を通知
避難指示などの緊急的な放送内容は、アプリを開かなくても自動通知を受け取ることに

より放送内容を確認できます。文字情報でも確認できます。

発表中の気象情報
気象警報や土砂災害警戒情報、市内震度１以上を観測した地震情報などを通知します。

藤枝市からのお知らせ
避難指示等の緊急情報、避難所等開設情報、火災情報などを通知します。

防災リンク集
市ホームページや気象庁キキクルなど、防災に関するページへのリンクを掲載してい
ます。指定避難所マップや各種ハザードマップ（GIS版、PDF版）などもアプリ上で確
認できます。

アプリのダウンロード方法

Android
こちら▶

iPhone
こちら▶

QRコードからアプリを
ダウンロードしてください。

ハザードマップや防災情報を確認できます。
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自宅に災害リスクがあり、立ち退き避難が必要な方は、

行政が発令する避難情報を参考に避難行動を開始してください。

レベル３：高齢者等避難

レベル４：避難指示

避難のタイミング
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・避難に時間のかかる高齢者や障害のある人は危険な場所から避難
・高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、
避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミング

・危険な場所から全員避難
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分散避難の推奨
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「指定避難所」

災害の危険がなくなるまで、一時的に滞在または災害に

よって自宅に被害があった方などの一定期間生活する場所

※「地震から命を守るために（P15-16）」で確認

「指定緊急避難場所」

安全が確保されるまで、一時的に生命を守るために緊急的

に避難する施設や場所 ※災害の種類ごとに指定

指定避難所と指定緊急避難場所

10

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制
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大雨などの避難行動
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指定緊急避難場所のポイント

・一定期間の避難生活を想定するものではない

・災害の種別ごとに安全が確保できる施設や場所を指定している

例：稲葉地区交流センター

土砂災害：○ 大規模な火事：○ 洪水：×

・地区ごとに避難先の定めはない
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大雨などの避難行動フロー
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大
雨
に
よ
る
洪
水
・

土
砂
災
害
の
危
険
発
生

自宅が
安全

自宅
（屋内安全確保）

立ち退き避難が必要
●土砂災害警戒区域内
●家屋倒壊等氾濫想定区域内
●浸水深より居室が低い

安全な場所にある
親戚、知人宅、
宿泊施設など

交流センターなどの
指定緊急避難場所

避難のポイント
〇自宅の災害リスクを確認し、立ち退き避難が必要か把握しておく
〇分散避難を検討する
◎水や食料を含め、必要なものは自分で用意する

①
②

③
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地震との比較
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地
震

洪
水
・
土
砂
災
害

自宅に
被害なし

自宅に
被害あり

在宅生活が困難

自宅（在宅避難）

安全な場所にある
親戚、知人宅、
宿泊施設など

必要に応じて

地区内にある公園
ふれあい広場など、
自主防災会で定め
た避難場所

一次避難場所

宿泊施設や親戚、
知人宅などでの
生活が困難

避難が一定期間に
わたる場合に開設

指定避難所

小中学校など自宅が安全

立ち退き避難が必要
・土砂災害警戒区域内
・家屋倒壊等氾濫想定区域内
・浸水深より居室が低い

自宅
（屋内安全確保）

安全な場所にある
親戚、知人宅、宿泊施設など

宿泊施設や親戚、
知人宅などでの
生活が困難 地区による避難先の

指定がないため、近
くの安全な場所を選
択可能

指定緊急避難場所

※洪水・土砂災害は「災害発生時」または、「避難情報(高齢者等避難・避難指示)発令時」の避難行動

地区交流センターなど
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地震から命を守るために
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災害を知る～震度～
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災害を知る～液状化～
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災害を知る～静岡県の地震の歴史～
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静岡県第4次地震被害想定

20

＜経 緯＞

昭和51年 東海地震説の発表（8月）

昭和53年 第１次地震被害想定

平成 5年 第２次地震被害想定

平成 7年 阪神・淡路大震災（1月17日）

平成13年 第３次地震被害想定（5月）

平成23年 東日本大震災（3月11日）

平成25年 第４次地震被害想定一次報告（6月）

平成25年 第４次地震被害想定二次報告（11月）
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災害を知る～南海トラフ巨大地震～
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レベル１の

地震・津波

M８．０～８．７

発生頻度が比較的高い

100～150年に１回

レベル２の

地震・津波

M９．０程度

発生頻度は極めて低い

考えられる最大クラス

レベル１とレベル２の想定震源域
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災害を知る～南海トラフ巨大地震～
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今後30年に南海トラフのどこか
でM8～9クラスの地震が発生す
る確率

８０％
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静岡県第４次地震被害想定
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長時間襲う地震の揺れ

阪神・淡路大震災 １５秒

東日本大震災 ３分１０秒

第４次地震被害想定（レベル１） １～２分程度

第４次地震被害想定（レベル２） ３～４分Click
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静岡県第4次地震被害想定

24

人的被害想定（死者）が最大となるケース

藤枝市
レベル２基本ケース

冬・深夜
県計

建物倒壊 約300人 約7,800人

津波 - 約96,000人

山・崖崩れ 約20人 約200人

火災 約30人 約3,300人

合計 約400人 約105,000人
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静岡県第4次地震被害想定
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建物被害想定（全壊・焼失）が最大となるケース

藤枝市
レベル２基本ケース

冬・夕方
県計

地震動 約15,000棟 約191,000棟

液状化 約40棟 約1,800棟

人工造成地 約1,400棟 約17,000棟

津波 - 約28,000棟

山・崖崩れ 約200棟 約2,700棟

火災 約2,500棟 約66,000棟

合計 約19,000棟 約304,000棟

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



静岡県第4次地震被害想定
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ライフライン等の被害
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南海トラフ巨大地震

藤枝市

震度 ６弱以上

強く揺れる時間 ３～４分

建物被害（全壊・焼失） 19,000棟

人的被害（死者） 400人

ライフラインなど

(上水道)                 約５～６週間断水

(電力)                           約１週間停電

(通信)   一時的につながりにくい状態
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大地震が発生したら・・・

避難所に行けばいい？

避難生活
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避難所の様子（東日本大震災）

岩手県大槌町の学校
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熊本地震の避難所の様子

５月上旬撮影
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避難所生活
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大地震＝必ず避難
避難所は最終手段

精神的・肉体的に
安心できる場所は・・・・「 」

避難生活
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分散避難の推奨
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いつくるかわからない

地震に対してできること

命と財産を守るために
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わが家の地震対策３本柱＋１
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①わが家の耐震化

②家具の転倒防止

③わが家の非常用品の準備

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制

●感震ブレーカーの設置



阪神・淡路大震災を教訓に・・・

1995年１月１７日 ５時４６分 Ｍ7.3

死者 6,434名 行方不明者 3名 負傷者 43,792名

■地震による直接死は約5,500名

うち4,400名（約8割）が倒壊家屋による窒息死・圧死

3,960名は地震発生から15分以内に死亡

わが家の地震対策３本柱（①耐震化）
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阪神・淡路大震災の写真
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熊本地震
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熊本地震
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熊本地震
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わが家の地震対策３本柱（①耐震化）

41

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



わが家の地震対策３本柱（①耐震化）
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熊本地震での家屋の被災状況

全体的に古い住宅は被害が大きい傾向

同地域での住宅被害状況の比較
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わが家の地震対策３本柱（①耐震化）
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地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制

7

現行の補助制度については、令和
７年度で終了予定



阪神・淡路大震災を教訓に・・・

■建物の中で怪我をした人の

約半数が家具の転倒・落下が原因！！

■震度７…固定していない家具のほとんどが

移動したり、倒れる、飛ぶこともある

わが家の地震対策３本柱（②家具固定）
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家具の倒壊（３％）

家具等の転倒落下

（４６％）

ガラス

（２９％）

その他（１８％）

不明（４％）

阪神・淡路大震災の内部被害による怪我の原因

わが家の地震対策３本柱（②家具固定）
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日本建築学会 阪神・淡路大震災住宅内部被害調査報告書より
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わが家の地震対策３本柱（②家具固定）
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家具の配置などの工夫

１ 寝る位置から離す

２ 出入口付近には置かない

３ 台の上のテレビは枕の位置から離す

４ ガラスの散乱に備えてスリッパを常備

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



わが家の地震対策３本柱（②家具固定）
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わが家の地震対策３本柱（②家具固定）
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藤枝市では、南海トラフ巨大地震等の大地震に備えて、家具の転倒防止など
による圧死や負傷等の人的被害を軽減するため、市内に住む全世帯を対象に
、市が委託した業者による、家具の転倒防止器具の無料取付サービスを実施
しています。この制度を活用し、安全な住まいづくりを進めましょう。

☆対象となる世帯：市内にお住まいの全世帯

☆対象となる家具
和ダンス、洋服ダンス、食器棚、テーブル、本棚、冷蔵庫、テレビ、仏壇
※予算がなくなり次第終了する場合があります。

家具転倒防止器具取付サービス 令和７年度から
台数無制限！

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制）



南海トラフ地震は被害が広域であり、

国のプッシュ型支援は４～７日後

⇒7日分の準備を進める必要がある

非常持出品と非常備蓄品を準備

・非常持出品は３日分をひとまとめ

・水、食品はローリングストック法

・自分に必要なものをプラス

わが家の地震対策３本柱（非常用品の準備）
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皆さんの家庭の非常持出品＋αを考え、書き出してみましょう

わが家の地震対策３本柱（非常用品の準備）
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わが家の地震対策 プラス１（感震ブレーカーの設置）
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阪神・淡路大震災を教訓に・・・

■阪神・淡路大震災では火災によって7千棟以上の住宅が焼失

原因が特定できた火災のうち最も多かったのが・・・

電気機器や配線に関する火災！！
■火災は205件
■地震直後は113件発生
■１時間後以降に92件発生（※火災は地震発生から４時間後にも発生）
これは・・・
地震により停電 ⇒ ブレーカを落とさず避難 ⇒ 電気が復旧 ⇒

コードの損傷等により火災発生（通電火災）

電気が復旧した地区から火災が発生した！！
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わが家の地震対策 プラス１（感震ブレーカーの設置）
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感震ブレーカー等設置推進事業

感震ブレーカーとは
センサーが揺れを感知し、ブレーカーを落として電気を遮断する。

感震ブレーカー設置には市から補助金が出ます。

■補助の対象：市内に住宅を所有し、または居住している個人

■補助金の額：【一般住宅】設置費用の２/３（上限５万円）
新築の場合は一律１万円

【特例住宅】設置費用の10/10（上限10万円）
新築の場合は一律1万５千円

※特例住宅とは
要介護度3以上の認定を受けた人、身体障害者福祉手帳1-4級・精神障
害者保健福祉手帳1-3級・療育手帳の交付を受けた人が居住する住宅

地域防災指導員養成講習会 藤枝市の防災体制



ガソリンは半分になる前に（充電はいつも）満タンに！

・東日本大震災の後、問題になったガソリン不足。

車にはカーラジオや冷暖房器具があり、様々な形で

利用が可能です。

・携帯電話、ラジオ、懐中電灯等も肝心な時に電池切れ

では役に立ちません。

わが家の地震対策（その他）
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